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あった２つの振り子時計が同川している現象を発

見したのです。これは同川に向かって他のものが

エネルギー的に引き込まれていくという、同期にま

つわるダイナミクスです。

初川価に対してとのような同川をするかを見ると、

と、カオスになる舅合は非帛に初期価に対して鋭敏

なんです。そしてある初同値に対しては向川するが、

別のヤ刀川値に対しては同川しない。それを初期晒

の１也図に川くとフラクタルな横造になるのです。

その構造が細部に１ｙ｜いても絞り返され目己祖似仁

を持つ。

そのフラクタル構遥は何に出来するか、それは

廠分方程式の持つ位相構造、大域的構造に巾来し

ているのです。つまり初川値と、そこからどこに向

かっていくかという結末との関係図を衣すとフラク

タルな境界／］；出てくるのです。

「大域的丿こ対する’こぶｌはＦ局所的ＪＦローカル」

です。一般の線形現象の多くは局所的であり、そこ

からはずれ非線形性が強く呪れる領皿に対する力

孚は大域的な力学といいます。今工学で求められ
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引原研の磁気弾性連鎖系。時間連続，状態連続，
空間離散なシステムであり，そのダイナミクスを
実験的かつ解析的に検討している。
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る環境変化に対して石構造が安定なシステムの設

計論は、こういう大域的な力学構造の理解からうま
れるはずです。また外乱に対して構這安定という

性質はｍ要です。

カ オ ス の 必 要 条 件 が 墨 流 し の ア ト ラ ク タ

腫

７］オスはＧＯ年代に‾発見」こ１≒にるのてイＩ心上．田

先生やローレンツてこ-７ぶけ机ぶ見つかヽ ・］５咎かこ・７；ズリ

てしぷうかっ

最初にカオス的なものを予想したのは、１９世紀

後半から２０世紀初頭に活躍した大数学者アンリ・

ホアンカレです。そして６０年代に発見されますが、

それは計測技術、計算枝術、そして数学的なテクニ

ックによって可能になりました。上田先生、ローレン

ツが発見しましたが、いずれだれかが発見したに辺

いありません。アインシュタインという天才が生ま

れなくても、相対性理論はやはり発見されたであろ

うと言われます。それと同じことで、量子力字もカ

オスもそうです。

ただ相対性理論、ｉ．子力学は順調に発展しまし

たが、カオスは難物です。まだ現象論にとどまって

います。特定の数理モデルの例を除いて、河がカ

オスかという必要十分条件がないのです。ではど
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うしているかというと、必些余件から追うのです、

スベクトルが辿続であるとか、ストロボＩ的に変化を

見たと削こ１１ｊ流しの図のようなアトラクタに心ると

か。こういう現限旧旧の工夫で１≒

心次元で起こっている現象をその函乱巴鰹でき

ないので、ストロボを点滅したときに見える点を二

次元にフロットしたときに司られる図がストレンシ

アトラクタです。これらの条件を栖たしていればカ

オスと判断するのです。他に様々な必要条件かあ

りまず。

カ オ ス や 同 期 が 便 わ れ て い る 工 学 分 野
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カオスが・允見されたのは６０年代、７口年代にど

ういう条件で生じるかを調べ、８０年ｆｔ後平になると、

カオスを使えないか、ということで冥川化例が出て

きぷす。たとえばカオスエアコン、カオス山子レンジ。

失礼ながら稚拙な使い乃です。水が出るノズルの

□を二小振り子に収り付りると水流はカオス的に

なるのですが、そういうレベルです。たぶんカオス

は自然現象でスペクトルが広がっていて勣率かい
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